
写
真
／
臨
濟
寺
本
堂

令
和
元
年
　
月
9
日

　
時
間
／
　
時
　
分
〜
　
時
　
分（
受
付 

　
時
〜
）

　
会
場
／
静
岡
浅
間
神
社 

参
集
殿

　
参
加
費
／
三
〇
〇
円
　

　
時
間
／
　
時
　
分
〜
　
時
　
分（
受
付 

　
時
〜
）

　
会
場
／
静
岡
浅
間
神
社 

参
集
殿

　
参
加
費
／
三
〇
〇
円
　

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

11

土

13

30

13

16

30

　
　
　
静
岡
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静
岡
市
葵
区
宮
ケ
崎
町
一
◯
二
の
一

　
　
　
初
穂
料 

※
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◯
主
催
／
一
般
財
団
法
人
伊
豆
屋
伝
八
文
化
振
興
財
団
、
静
岡
県
、
静
岡
市
、

静
岡
県
文
化
財
保
存
協
会
　
◯
後
援
／
静
岡
県
博
物
館
協
会

テ
ー
マ  

静
岡
県
の
近
世
社
寺
建
築

静岡浅間神社
見学会も開催！
◯大拝殿特別参拝
◯文化財資料館見学
詳しくは裏面へ ▶

講
　
師  

杉
野 

丞
　愛
知
工
業
大
学
教
授

静
岡
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

近
世
社
寺
建
築

発
展
の
系
譜
を
、

解
き
明
か
す
。
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常
葉
大
学
名
誉
教
授
・
伊
伝
財
団
理
事

「
静
岡
県
の
近
世
社
寺
建
築
」

 

開
催
趣
旨

　
●
参
加
申
込
方
法（
メ
ー
ル
ま
た
は
往
復
ハ
ガ
キ
）

　
　

郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

　
　

左
記
宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　
　

複
数
で
お
申
込
み
の
場
合
は
、全
員
の
必
要
事
項
を
ご
記
入
下
さ
い
。
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ホ
ー
ム
ペ
ー
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定
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事
前
申
込
制
・
先
着
順

 

初
穂
料 

※
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
会
場
　

静
岡
県
静
岡
市
葵
区
宮
ケ
崎
町一◯
二
の一

           

静
岡
浅
間
神
社 

参
集
殿 
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一
般
財
団
法
人
　
伊
豆
屋
伝
八
文
化
振
興
財
団

http://w
w
w
.iden.or.jp

集
合
場
所

ま
で
の

ア
ク
セ
ス

◯
路
線
バ
ス 

J
R
静
岡
駅
よ
り
（
し
ず
て
つ
ジ
ャ
ス
ト
ラ
イ
ン
バ
ス
）

・
9
番
の
り
ば
　
安
倍
線
ま
た
は
美
和
大
谷
線
↓
8
分
　

 

「
赤
鳥
居 

浅
間
神
社
入
口
」
下
車

駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
駿
府
浪
漫
バ
ス
線
↓
約
　
分

「
浅
間
神
社
」ま
た
は「
赤
鳥
居 

浅
間
神
社
入
口
」
下
車

　
参
加
費

開
催
趣
旨
説
明

一般
財
団
法
人
伊
豆
屋
伝
八
文
化
振
興
財
団
　
理
事
長

神
部
神
社
・
浅
間
神
社
・
大
歳
御
祖
神
社
　
宮
司

伊
伝
財
団
文
化
財
保
護
振
興
功
労
者
表
彰

静
岡
県
文
化
・
観
光
部 

文
化
局 

文
化
財
課
　
課
長

静
岡
市
観
光
交
流
文
化
局
文
化
財
課
　
参
与
兼
課
長

杉
野 

丞
　

   

愛
知
工
業
大
学
教
授
・
静
岡
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

講
師

静
岡
市
文
化
財
資
料
館

会場案内図

一〇
〇
名

三
〇
〇
円
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宮ヶ崎交番

バス停
浅間神社

バス停
赤鳥居
浅間神社入口

安西小学校

神部神社・浅間神社

八千戈神社

文化財
資料館

麻
機
街
道安

倍
街
道

至
新
東
名

至
静
岡
駅

浅
間
通
り

大歳御祖神社

麓山神社

少彦名神社

赤鳥居

石鳥居

静岡浅間神社
参集殿
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◯講師紹介

静岡県出身。専門分野は、日本建築史学、
中国建築史学、都市史。中でも、中世・近世
の寺院建築の調査研究を行い、禅宗建築

について著書、調査報告書を出版し、他方では行政機関を
支援して文化財建造物の修復保存に関わっている。主な著
作として『近世禅宗寺院の空間構成・意匠の研究』、『静岡・
愛知・岐阜・三重県の近世社寺調査報告書』などがある。

杉野 丞　 愛知工業大学教授
静岡県文化財保護審議会委員

近世社寺について学び、県下の文化財建造物に潜む歴史的価値を探る。

52

52

不去来庵本堂 静岡浅間神社 舞殿 蟇股の彫刻

すぎの　　 のぼる

か
ん
べ

あ
さ
ま

お
お
と
し
み
お
や

　
静
岡
県
下
に
は
近
世
社
寺
建
築
が
多
数
存
在
し
、
昭
和
　
年
度
に
文
化
庁
の
「
静

岡
県
近
世
社
寺
建
築
緊
急
調
査
」
に
よ
り
、
江
戸
時
代
の
社
寺
建
築
の
悉
皆
調
査
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
寺
院
建
築
史
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
故
浅
野
清
先
生
（
愛
知
工
業

大
学
教
授
、
元
興
寺
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
所
長
等
を
歴
任
）
を
代
表
と
し
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
静
岡
県
内
の
近
世
社
寺
建
築
の
概
要
が
判
明
し
、
そ
の

後
の
文
化
財
指
定
と
保
存
措
置
が
大
き
く
進
展
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
演
会
で
は
、
昭
和
　
年
度
の
調
査
に
参
加
さ
れ
、
そ
の
後
も
全
国
の
近

世
社
寺
調
査
や
、
県
内
の
寺
院
建
築
の
調
査
を
実
施
さ
れ
て
い
る
杉
野
先
生
に
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
す
。


